
【脳卒中ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ⑦】 こう治療する ●くも膜下出血の場合
動脈癌の破裂による出血がいったん止まっても、放っておくと再び破裂して大出血を起こすことが
あります。それを防ぐため、手術や血管内治療が行われます。動脈癌の部位や大きさ、患者さん
の状態などによって、適した方法が選ばれます。
クリッピング手術
頭蓋骨を切開し、動脈癌の根元の部分を専用のクリップで挟みます。
この手術により、動脈癌の中に血液が流れ込まなくなり、やがて動脈癌はなくなります。
動脈持去栓輔（コイル）
関頭せず、血管の内側から治療する方法です。 カテーテルという細い管を脚の付け根
の血管などから動脈癌まで送り込み、金属製のコイルを詰めこみます。こうして動脈癌の
中に人工的に血栓を作って、破れないようにします。
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８月１日 横手市増田町１８名（児童12名）・浅水小学校
児童９名・協力者２名・海洋指導員他４名・センター職員
３名の合計36名により秋田県横手市増田町との自然体
験交流事業（夏）を開催いたしました。午前中は、浅水
ふれあいセンターにおいて浅水小児童を対象に“村田
製作所”さんのご協力により≪環境学習＆電子工作≫
の出前授業を行っていただきました。初めは環境の
学習で、3R（リデュース・リユース・リサイクル）について
クイズ方式で１０問に挑戦しながら学びました。休憩を
はさみ後半は、半田付け等が不要でホチキスで作れる
“電子オルゴール”の製作を行いました。環境学習は
楽しみながら学ぶことができ、電子工作が完成したあと
は、お互いにオルゴールの音を聴かせあったり、何の
曲か確かめたりしました。午後は北上川に移動し、増田小児童の皆さんとドラゴンボート（通称バナナ
ボート）を体験することができました。昨年は、体験の直前の雷雨で中止になったので、より楽しむことが
できたようです。その後は、ふれあいセンターに戻り、流しそうめん・バーベキューの他、ドッジボールや花
火を通して交流を深めることができました。 子ども達は、住所を確認し合い、友達づくりをしておりました。

自然体験交流事業を開催

男の料理教室を開催 ８月２日参加者4名で講師の田島久美子
先生による男の料理教室を開催しました。

本日メニューは①ごはん ②もやしと豆苗の豚しゃぶ丼 ③キャベツと玉
ねぎのフレーク炒め ④きゅうりとオクラの梅肉和え ⑤スープで行いました。
夏場のどんぶりということで豚しゃぶ丼。 豆苗（豆から発芽させた幼い状態
のエンドウ、若い葉と茎を食べる）のシャキシャキした食感と青しその香り、そして真中に温泉卵をのせて
いただきました。かつおフレークを使った炒め物は野菜と混ぜることでおいしさも増し、きゅうりとオクラの梅
肉和えも夏こそ食べたくなるちょっとしたもう１品になりました。



集落『集う会』が続々誕生 地域を元気にしようと地域づくり活動を行っておりますが、
各行政区で集う会が活発にスタートしております、こうした

活動を通して浅水地域を元気にして行きましょう。

巻区が３種目登米市大会8月27日開催 出場

平成29年度ふるさとスポーツ中田町域大会結果

7月12日 町ユニカール大会 準優勝

7月25日 町グランドゴルフ大会 抽選○

7月26日 町ターゲットバードゴルフ大会 優勝

集落 会 主な活動

小島 絆の会 踊り・グラウンドゴルフ等で活発な活動をしている

新小路 麻雀会 農協・市役所・教員OBでスタート

浅部 集え浅部のわげｽﾀｰｽﾞ 顔を合わせて、楽しむこと

巻 ﾕﾆｶｰﾙ会 優勝に向けて、区長・副区長も支援し、集会所で練習会
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な
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熱
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。
そ
れ
で
も
、
息
子
が
絵
の
具
セ
ッ
ト
を
贈
っ
て

く
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
コ
ツ
コ
ツ
続
け
て
い
ま
し
た
。
大
き
な
転
機
は
、
絵
を
書
き
始
め
て
か
ら
八
年
目
」の
こ
と

で
し
た
。
私
の
が
ん
ば
り
を
見
て
く
れ
て
い
た
絵
画
教
室
の
先
生
が
、
「展
覧
会
に
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
」と
お
っ

し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。
さ
て
何
を
描
こ
う
。

浮
か
ん
だ
の
が
、
故
郷
・新
潟
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。
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を
。
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近
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れ
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イ
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。

健康長寿講座の補足




